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交
流
の
数
・
質
と
も
に
向
上
、さ
ら
な
る
拡
大
を
期
待

両
国
間
の
便
数
増
や
し
、お
客
さ
ま
の
利
便
性
高
め
る

日
韓
国
交
正
常
化

周
年
特
集
６
～
７
面
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日
韓
国
交
正
常
化

周
年
を
迎
え
た
両
国
の
交
流
は
、
空
と
空
港
と
い
う
視
点

か
ら
見
る
と
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
の
か
。
１
２
０
０
万
人
を
超
え
る

人
的
往
来
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
の
田
村
明
比

古
社
長
と
大
韓
航
空
の
李
碩
雨
（
イ
・
ソ
グ
）
常
務
日
本
地
域
本
部
長
が
対
談
を

通
じ
て
、
両
国
の
交
流
の
歴
史
と
未
来
を
語
っ
た
。
（
司
会
＝
本
社
・
森
田
淳
）

　
―
―
お
二
人
の
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
中
で
、
日
本
と
韓

国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
携
わ
っ

た
き
っ
か
け
や
印
象
に
残
る

出
来
事
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
田
村
　
韓
国
の
ソ
ウ
ル
に

初
め
て
行
っ
た
の
は
、
海
上

保
安
庁
に
勤
務
し
て
い
た
１

９
８
０
年
代
半
ば
だ
っ
た
。

本
格
的
に
日
韓
関
係
に
携
わ

っ
た
の
は
、
２
０
０
０
年
か

ら
２
０
０
２
年
ま
で
当
時
の

運
輸
省
観
光
部
で
旅
行
振
興

課
長
を
務
め
て
い
た
時
期

だ
。
毎
年
観
光
当
局
間
の
協

議
や
観
光
振
興
協
議
会
を
通

じ
て
日
韓
間
の
観
光
交
流
拡

大
に
取
り
組
ん
だ
。

　
当
時
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
韓
国
側
の
課
長
と
「
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｔ
プ
ラ
ン
」
（
東
ア
ジ

ア
広
域
観
光
交
流
圏
構
想
）

に
つ
い
て
合
意
し
た
。
こ
の

時
期
は
日
本
か
ら
韓
国
に
約

２
０
０
万
人
、
韓
国
か
ら
日

本
に
約
１
０
０
万
人
が
訪
問

し
、
両
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
は
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０

万
人
程
度
だ
っ
た
。
５
年
間

で
こ
れ
を
倍
増
さ
せ
よ
う
と

い
う
計
画
を
立
て
た
。
そ
の

後
、
２
０
０
１
年
に
は
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
世
界
総
会
を
日
韓

共
催
で
ソ
ウ
ル
と
大
阪
で
開

催
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め

て
き
た
。

　
李
　
私
は
１
９
９
３
年
に

大
韓
航
空
に
入
社
し
、
初
め

て
国
際
線
に
乗
っ
た
の
が
ソ

ウ
ル
か
ら
大
分
へ
の
フ
ラ
イ

ト
だ
っ
た
。
日
本
に
関
わ
っ

た
き
っ
か
け
は
、
私
の
上
司

が
日
本
で
の
勤
務
経
験
者
だ

っ
た
こ
と
か
ら
日
本
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
２

０
０
５
年
に
短
期
派
遣
と
し

て
大
阪
の
予
約
セ
ン
タ
ー
で

１
年
間
勤
務
し
、
初
め
て
日

本
語
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

韓
国
に
戻
っ
た
後
も
再
び
日

本
に
赴
任
し
、
２
０
０
５
年

か
ら
現
在
ま
で
の
約

年
間

の
う
ち

年
間
を
日
本
で
勤

務
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
２
０
０
８
年
の

金
融
危
機
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
近

年
の
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
大
変
な

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
航
空

会
社
と
し
て
そ
の
時
々
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
し
た
。

東
日
本
大
震
災
時
は
救
援
物

資
の
輸
送
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

生
活
物
資
の
輸
送
や
、
日
韓

路
線
が
全
て
運
休
す
る
中
で

唯
一
成
田
―
仁
川
を
継
続
し

て
運
航
す
る
な
ど
、
特
に
成

田
空
港
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。

　
―
―
韓
国
か
ら
日
本
の
多

く
の
空
港
に
就
航
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
方
空
港
へ
路
線

を
拡
大
す
る
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

　
田
村
　
日
韓
間
の
交
流
拡

大
に
は
、
地
方
と
地
方
の
交

流
が
非
常
に
重
要
だ
。
お
互

い
の
国
の
地
方
を
訪
ね
、
そ

の
国
ら
し
い
と
こ
ろ
を
見

て
、
経
験
し
て
楽
し
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
地
方
路
線
が
増
え
て
い
く

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思

う
。
特
に
最
近
は
韓
国
の
若

い
方
が
地
方
路
線
を
利
用
し

て
日
本
の
地
方
を
訪
れ
る
機

会
が
増
え
て
お
り
、
両
国
の

関
係
に
と
っ
て
非
常
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
。

　
李
　
地
方
路
線
は
韓
国
と

日
本
の
両
国
に
と
っ
て
重
要

な
架
け
橋
だ
。
大
韓
航
空
と

し
て
は
地
方
路
線
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
日
韓
路
線
は
成
田
、
関

西
、
福
岡
、
名
古
屋
な
ど
の

主
要
空
港
が
中
心
で
は
あ
る

が
、
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め

に
は
視
野
を
広
げ
て
地
方
に

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
大
韓
航
空
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
日
本
へ
の
就
航
地
は

空

港
だ
っ
た
が
、
現
在
は

空

港
に
増
え
て
い
る
。
２
０
２

４
年
に
長
崎
と
熊
本
、
今
年

４
月
に
神
戸
に
就
航
し
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
ま
す
ま

す
日
本
へ
旅
行
し
や
す
く
な

り
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
航
空
会
社
と
し
て
は
効
率

的
な
運
航
が
重
要
だ
が
、
地

方
と
し
て
は
直
行
便
を
運
航

し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が

大
き
い
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
取
る
か
が
難
し
い
点

だ
。
現
在
、
地
方
路
線
は
韓

国
の
お
客
さ
ま
の
割
合
が
多

い
状
況
だ
が
、
今
後
も
地
方

自
治
体
と
協
力
し
て
日
本
か

ら
海
外
に
行
く
人
を
増
や
す

施
策
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
―
―
昨
年
、
日
韓
間
の
人

の
交
流
が
１
２
０
０
万
人
を

突
破
し
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

の
所
感
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
田
村
　
２
０
０
０
年
ご
ろ

に
日
韓
間
の
人
の
往
来
が
３

０
０
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
現
在
は
４
倍
に
な

っ
て
い
る
。
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
だ
が
、
内
訳
を
見
る

と
韓
国
か
ら
日
本
へ
の
訪
問

が
８
８
０
万
人
で
８
・
８
倍

に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

日
本
か
ら
韓
国
へ
の
訪
問
は

３
２
０
万
人
で
１
・
５
～
１

・
６
倍
程
度
に
し
か
増
え
て

い
な
い
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の

悪
さ
は
課
題
で
あ
る
。

　
特
に
う
れ
し
い
の
は
若
い

世
代
の
交
流
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
日
本
側
か

ら
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
韓
流
ド

ラ
マ
へ
の
関
心
、
韓
国
の
コ

ス
メ
人
気
な
ど
、
韓
国
側
か

ら
は
日
本
の
ア
ニ
メ
や
食
文

化
へ
の
興
味
な
ど
、
文
化
面

で
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い

る
。
こ
の

～

年
の
間
に

交
流
の
数
だ
け
で
な
く
質
も

向
上
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
李
　
社
長
の
お
っ
し
ゃ
る

通
り
、
不
均
衡
が
課
題
だ
。

以
前
私
が
大
阪
で
勤
務
し
て

い
た
時
代
は
日
本
人
客
が
韓

国
人
客
の
２
～
３
倍
だ
っ
た

が
、
今
は
状
況
が
逆
転
し
て

い
る
。

　
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

に
韓
国
か
ら
日
本
を
訪
れ
た

人
は
２
５
０
万
人
で
、
日
本

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
全
体
の
４

分
の
１
を
占
め
て
い
る
。
一

方
、
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
訪

問
は
約

万
人
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
人
口
比
を
考
え
る

と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

　
日
本
が
２
０
３
０
年
ま
で

に
６
千
万
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
目
標
を
掲
げ
る
中
、
日
韓

間
は
さ
ら
な
る
往
来
の
拡
大

が
必
要
だ
が
、
同
時
に
日
本

か
ら
の
海
外
旅
行
を
促
進
す

る
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
。

　
―
―
成
田
空
港
の
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
田
村
　
成
田
空
港
は
１
９

７
８
年
に
開
港
し
て

年
近

く
が
経
過
し
た
。
首
都
圏
は

世
界
最
大
の
都
市
圏
で
あ

り
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
の
成

長
に
よ
り
航
空
市
場
は
今
後

も
拡
大
し
て
い
く
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
空
港
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
拡
大
と
施
設
の
更
新

が
必
要
だ
。

　
国
の
政
策
と
し
て
、
成
田

空
港
に
新
し
い
滑
走
路
を
も

う
１
本
建
設
す
る
計
画
を
進

め
て
お
り
、
２
０
２
９
年
春

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

同
時
に
、
Ｂ
滑
走
路
を
１
千

㍍
延
長
し
、
Ｂ
滑
走
路
と
Ｃ

滑
走
路
を
１
本
の
よ
う
に
運

用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
風
向
き
で
も
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
近
い
場
所
か
ら
離
着
陸
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
航
空

会
社
に
と
っ
て
地
上
走
行
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。

　
昨
年
発
表
し
た
「
新
し
い

成
田
空
港
構
想
」
で
は
、

「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
集

約
」「
新
貨
物
地
区
の
整
備
」

「
鉄
道
・
道
路
ア
ク
セ
ス
の

改
善
」
「
周
辺
地
域
と
の
一

体
的
な
開
発
」
と
い
う
４
本

柱
で
進
め
て
い
く
。
こ
れ
に

よ
り
大
韓
航
空
グ
ル
ー
プ
を

含
め
た
航
空
各
社
の
増
便
に

も
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　
地
方
路
線
も
重
要
だ
が
、

ま
ず
は
首
都
圏
の
空
港
と
し

て
の
機
能
を
し
っ
か
り
強
化

し
、
そ
こ
か
ら
地
方
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
―
―
大
韓
航
空
の
今
後
の

日
韓
路
線
の
戦
略
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
李
　
来
年

月
以
降
、
ア

シ
ア
ナ
航
空
と
の
合
併
が
進

行
す
る
予
定
だ
。
日
韓
路
線

は
国
内
線
の
よ
う
な
感
覚
で

ご
搭
乗
い
た
だ
け
る
よ
う
お

客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。
合
併
後
の
運
航

便
数
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
含
め
グ

ル
ー
プ
全
体
の
現
在
の
便
数

を
単
純
合
計
す
る
と
成
田
―

韓
国
路
線
だ
け
で
も
週
１
４

５
便
、毎
日
約

便
と
な
る
。

合
併
後
は
、
両
社
が
同
じ
時

間
帯
に
運
航
し
て
い
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
分
散
さ
せ
、
お

客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
、

効
率
的
な
運
用
を
図
る
予
定

だ
。

　
合
併
に
よ
り
フ
ラ
イ
ト
が

増
え
る
こ
と
で
、
日
韓
路
線

の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
、

欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
へ

の
乗
り
継
ぎ
便
が
増
え
る
。

日
本
か
ら
出
発
さ
れ
る
お
客

さ
ま
も
さ
ら
に
便
利
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　
フ
ラ
イ
ト
が
増
え
る
こ
と

で
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
所
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
か
ら
多
方
面
で

準
備
を
進
め
て
い
く
計
画

だ
。

　
―
―
さ
ら
な
る
日
韓
の
人

的
交
流
促
進
に
向
け
て
の
提

言
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
田
村
　
航
空
便
の
充
実
は

交
流
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
特
に
手
頃
な
価
格

で
往
来
で
き
る
こ
と
が
重
要

だ
。
高
額
な
航
空
運
賃
よ
り

も
訪
問
先
で
の
ホ
テ
ル
や
食

事
、
お
土
産
に
予
算
を
使
い

た
い
と
い
う
旅
行
者
は
多

い
。

　
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
選
択
肢
は
昔
に
比
べ
て

格
段
に
増
え
て
い
る
の
で
、

今
後
は
韓
国
の
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
み
方
を
日
韓
協
力
し
て

一
般
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら

う
努
力
が
重
要
だ
。
き
っ
か

け
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

そ
こ
か
ら
交
流
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
李
　
今
、
日
韓
で
は
若
い

世
代
が
互
い
の
国
を
好
き
に

な
り
、
訪
問
す
る
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
若

い
時
に
海
外
旅
行
を
経
験
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と

思
う
。
海
外
へ
の
修
学
旅
行

の
促
進
や
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

の
支
援
な
ど
、
若
い
世
代
が

海
外
に
行
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
活
動
を
業
界
全
体
で

さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

航
空
会
社
と
し
て
も
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
田
村
　
若
者
の
海
外
経
験

を
支
援
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
だ
。
若
い
う
ち
に
海
外

を
見
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

す
る
こ
と
で
、
世
界
に
関
心

を
持
ち
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
す
る
人
材
が
育
つ
。

こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
若
者
の
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
を
支
援
す
る

理
由
と
し
て
十
分
に
成
り
立

つ
と
思
う
。

　
日
本
と
韓
国
は
古
く
か
ら

交
流
が
あ
り
、
航
空
と
い
う

手
段
が
発
達
し
た
現
代
に
お

い
て
は
、
さ
ら
に
交
流
が
活

発
に
な
る
の
は
自
然
な
こ
と

だ
。
世
界
的
に
見
て
も
隣
国

同
士
の
往
来
は
全
体
の
大
半

を
占
め
て
お
り
、
日
韓
間
に

は
ま
だ
ま
だ
拡
大
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

日韓交流の一層の促進へ、握手する両氏



年間万人が往来
年前の倍に

開
港

年
迎
え
た
仙
台
空
港
宮

城

県

名
取
市
・
岩
沼
市

東
北
の
空
の
玄
関
口

ソ
ウ
ル
線
が
週
５
便
運
航

米
子
鬼
太
郎
空
港（
鳥
取
県

境
港
市

）

山
陰
地
方
で
唯
一

国
際
定
期
便
が
就
航


空
港
が
韓
国
と
直
結

（７） 第３２７０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）６月９日（月曜日）

仙
台
国
際
空
港
全
景

前田基社長

米
子
鬼
太
郎
空
港

１
９
６
５
年
の
日
韓
国
交

正
常
化
か
ら
今
年
で

年
。

両
国
間
の
人
的
交
流
は
紆
余

曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ほ

ぼ
一
貫
し
て
右
肩
上
が
り
で

推
移
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
エ
ポ
ッ
ク
メ

ー
キ
ン
グ
な
出
来
事
が
あ

る
。

年
に
韓
国
で
国
民
の

海
外
旅
行
が
全
面
自
由
化
さ

れ
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

日
本
人
の
韓
国
行
き
が
多
か

っ
た
も
の
が
、
韓
国
人
の
日

本
行
き
が
そ
れ
と
肩
を
並
べ

る
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。

日
本
に
よ
る
外
客
誘
致
政

策
や
、
韓
国
に
よ
る
ド
ラ
マ

や
音
楽
な
ど
韓
流
コ
ン
テ
ン

ツ
の
輸
出
政
策
が
両
国
間
の

人
的
交
流
を
一
層
促
進
。


年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
交
流
は
一
時
途

絶
え
た
が
、

年
か
ら
徐
々

に
復
活
し
、
昨
年
は
過
去
最

高
の
１
２
０
０
万
人
超
え

と
、

年
前
の
２
万
人
か
ら

実
に
６
０
０
倍
と
桁
違
い
の

数
と
な
っ
た
。

韓
国
と
の
間
で
定
期
航
空

便
が
就
航
す
る
日
本
の
空
港

は

カ
所
。
き
め
の
細
か
い

輸
送
体
制
も
両
国
間
の
交
流

拡
大
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

仙台空港に就航するアシアナ航空
の飛行機

米
子
鬼
太
郎
空
港
（
鳥
取

県
境
港
市
）
は
米
子
市
中
心

部
か
ら
約

㌔
の
弓
ヶ
浜
半

島
の
中
心
部
に
位
置
。
風
光

明
媚
な
観
光
地
が
周
囲
に
多

く
、
山
陰
観
光
の
空
の
玄
関

口
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
０
年

４
月
に
は
従
来

の
米
子
空
港
か

ら
、
愛
称
を
境

港
市
出
身
の
漫

画
家
・
水
木
し
げ
る
氏
の
作

品
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』
に

ち
な
ん
だ
「
米
子
鬼
太
郎
空

港
」
と
し
た
。
鬼
太
郎
や
妖

怪
た
ち
の
世
界
観
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
空
港
利
用
の

促
進
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
。

年
度
の
利
用
者
数
は
、

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ
る

記
念
館
や
、

月
に
県
内
各

地
で
実
施
さ
れ
た
高
齢
者
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
福

祉
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
効
果
も
あ
り
、
前
年

度
比

・
４
％
増
、
か
つ
過

去
最
多
の
約

万
人
を
記
録

し
た
。

国
際
定
期
便
は
、
エ
ア
ソ

ウ
ル
の
米
子
―
ソ
ウ
ル
便
が

週
５
便
（
日
・
月
・
水
・
木

・
金
）
を
皮
切
り
に
、
グ
レ

ー
タ
ー
ベ
イ
航

空
の
米
子
―
香

港
便
の
週
３
便

（
火
・
木
・
日
）

と
、
タ
イ
ガ
ー

エ
ア
台
湾
の
米
子
―
台
北
便

の
週
２
便
（
月
・
金
）
が
就

航
。
山
陰
地
方
唯
一
の
国
際

定
期
便
が
就
航
す
る
国
際
空

港
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る

２
０
２
５
年
、
開
港

年

を
迎
え
た
仙
台
空
港
（
宮
城

県
名
取
市
、
岩
沼
市
）
は
、

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
名

取
市
に
立
地
し
、
滑
走
路
は

岩
沼
市
に
ま
た
が
る
東
北
地

方
唯
一
の
国
管
理
空
港
だ
。

宮
城
県
中
南
部
の
海
岸
に

ほ
ど
近
い
、
仙
台
市
か
ら
南

東
お
よ
そ

㌔
の
場
所
に
位

置
。
仙
台
駅
と
仙
台
空
港
間

が
空
港
連
絡
鉄
道
・
仙
台
空

港
ア
ク
セ
ス
線
で
結
ば
れ
、

仙
台
の
中
心
地
か
ら
乗
り
換

え
な
し
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

で
き
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る
。


年
７
月
に
は
、
日
本
で

初
め
て
国
管
理
空
港
と
し

て
、
民
間
と
の
一
体
的
運
営

が
実
施
さ
れ
た
。
航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
空
港
機

能
の
拡
充
、
快
適
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
東
北
の
空
の
玄

関
口
と
し
て
引
き
続
き
努
め

て
い
る
。

今
年
４
月

日
に
発
表
さ

れ
た

年
度
の
国
内
線
・
国

際
線
合
わ
せ
た
旅
客
数
は
お

よ
そ
３
７
７
万
人
。
「
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

年
度

の
３
７
２
万
人
を
上
回
り
、

５
年
ぶ
り
に
過
去
最
多
を
記

録
。
前
年
度
の

年
度
か
ら

は
６
・
４
％
、
約

万
人
増

加
し
た
」
と
同
社
。

国
内
線
は
約
３
２
５
万
人

で
、
前
年
度
か
ら
２
・
６
％

増
え
、

年
度
の
約
３
３
３

万
人
の
次
に
多
い
旅
客
数
と

な
っ
た
。

国
際
線
は
、
昨
年

月
以

降
、
香
港
便
が
週
９
便
運
航

す
る
な
ど
合
計
で
週

便
運

航
。
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る

な
ど
旅
客
数
は
前
年
度
比


・
８
％
増
の
約

万
人
と
大

き
く
伸
び
、
過
去
最
多
だ
っ

た

年
度
の
約

万
人
を
更

新
し
た
。


年
、
運
輸
省
（
現
国
土

交
通
省
）
は
、
日
本
人
海
外

旅
行
者
１
千
万
人
を
目
標
と

し
た「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
計
画
」

を
立
て
、
航
空
会
社
は
日
本

各
地
の
地
方
空
港
か
ら
立
て

続
け
に
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便

を
運
航
。
東
北
地
方
か
ら
は

仙
台
空
港
が
ソ
ウ
ル
と
の
連

続
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
タ
ー

を
行
い
、全
便
ほ
ぼ
満
席
と
、

大
成
功
を
収
め
た
。

そ
れ
に
続
き

年
４
月
は

ア
シ
ア
ナ
航
空
の
仙
台
―
ソ

ウ
ル
便
が
就
航
し
た
。
仙
台

空
港
と
し
て
初
の
定
期
国
際

線
で
、
以
来
、
東
北
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
同
空
港

は
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
と
な
る
。
ソ
ウ
ル

線
は
現
在
、
週
５
便
（
月
・

火
・
水
・
金
・
日
）
が
運
航

し
て
い
る
。

仙
台
―
ソ
ウ
ル
定
期
路
線

就
航

周
年
並
び
に
、
日
韓

国
交
正
常
化

周
年
に
あ
た

り
、
仙
台
国
際
空
港
株
式
会

社
の
前
田
基
代
表
取
締
役
社

長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
。◇

日
韓
国
交
正
常
化

周
年

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
両
国
間
の

相
互
交
流
が
今
後
さ
ら
に
一

層
発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
ま
た
、
ア
シ
ア
ナ

航
空
に
よ
る
仙
台
―
ソ
ウ
ル

線
が
開
設
さ
れ
て
か
ら

周

年
と
な
る
記
念
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
仙
台
―
ソ
ウ
ル
線

は
仙
台
空
港
に
と
り
ま
し
て

初
の
国
際
路
線
で
あ
り
、
就

航
以
来
、
両
国
の
交
流
を
育

む
架
け
橋
と
し
て
長
い
歴
史

を
刻
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
敬
意
と
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
台
空
港
は
国
管
理
空
港

の
民
営
化
第
１
号
と
し
て
２

０
１
６
年
７
月
に
運
営
を
開

始
し
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち

ま
し
て
現
在
９
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
日
韓

両
国
の
交
流
促
進
に
貢
献
す

る
た
め
、
安
全
・
保
安
を
第

一
に
、
よ
り
便
利
で
快
適
な

東
北
の
空
の
玄
関
口
を
目
指

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、引
き
続
き
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻

べ
ん
た
つ

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
日
韓
両
国
の
交

流
の
一
層
の
深
ま
り
と
、
皆

さ
ま
の
ご
発
展
、
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。


